
広
島
鉄
筋
組
合

広
島
鉄
筋
組
合

組組
合合
紹紹
介介

　

広
島
鉄
筋
組
合
の
紹
介
と
ご
挨
拶
を
致
し
ま

す
。

　

広
島
県
の
県
庁
所
在
地
の
広
島
市
は
中
国
・

四
国
地
方
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
政
令
指
定
都

市
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
海
・
山
の

豊
富
な
自
然
に
も
恵
ま
れ
、
農
業
・
漁
業
も
盛

ん
で
す
。
広
島
湾
に
浮
か
ぶ
厳
島
（
安
芸
の
宮

島
）
は
日
本
三
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
厳
島
（
通
称
宮
島
）
に
あ
る
神
秘
の
海
上

社
殿「
厳
島
神
社
」と
平
和
の
祈
り「
原
爆
ド
ー

ム
」
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
、
世
界
に
誇
る
観
光
地
の
一
つ
で
す
。
広

島
県
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
の
プ
ロ
野
球
球
団
「
広
島
東
洋
カ
ー

プ
」「
お
好
み
焼
き
」「
牡
蠣
」
な
ど
魅
力
的
な

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

広
島
鉄
筋
組
合
の
加
盟
事
業
者
数
は
24
社
。

　

広
島
建
設
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
に
参
加
し
、

人
材
確
保
と
育
成
に
力
を
入
れ
工
業
高
校
へ
の

出
張
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
聞
い
て
・

見
て
・
体
験
し
て
鉄
筋
工
事
業
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
未
来
の
技
能
者
に
繋
げ
る
事
を

目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
中
国
地
方
の
組
合
員
同
士
で
の
意

見
・
情
報
交
換
を
大
切
し
、
職
人
の
処
遇
改
善
、

技
能
・
技
術
の
向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

全
国
の
組
合
員
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
し
て
更
な
る
業
界
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度  

秋
季
定
例
会

秋
季
定
例
会
（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）

（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）

Ａ
．
定
例
会
報
告

一
．
開　

会　

の　

辞　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

篠
森　

義
晴

一
．
全
鉄
筋
会
長
挨
拶　
　
　
　
　
　
　

会　
　

長　

岩
田　

正
吾

一
．
来
賓
祝
辞
・
挨
拶

　
　
　

国
土
交
通
大
臣

衆
議
院
議
員　

公
明
党
副
代
表　

斉
藤　

鉄
夫
様

　
　
　

前
防
衛
副
大
臣

衆
議
院
議
員　

自
由
民
主
党　

中
山　

泰
秀
様

　

⑴
各
事
業
委
員
会
報
告

　

・
経
営
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

篠
森　

義
晴

　

・
外
国
人
受
入
事
業
委
員
長　
　
　
　

副
会
長　

武
田　

美
治

　

・
技
術
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

新
妻　

尚
祐

　

・
教
育
訓
練
委
員
長　
　
　
　
　
　
　

専
務
理
事　

飯
島　
　

勉

　

・
広
報
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
理
事　

岑　
　

直
樹

　

・
労
務
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
理
事　

飛
田　

良
樹

　

・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
企
業
評
価
事
業
委
員
長　

常
任
理
事　

國
井　
　

均

　

⑵
就
労
人
口
調
査
、
社
会
保
険
加
入
状
況
の
纏
め
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
保
・
就
労
調
査
Ｗ
Ｇ　

佐
々
木
善
弘

　

⑶
各
地
区
に
お
け
る
受
注
単
価
・
労
務
状
況
等
報
告　

事
務
局

Ｂ
．
講
演
【
Ｗ
ｅ
ｂ
】

「
国
土
交
通
省
の
政
策
説
明
と
現
状
把
握
」

　

国
土
交
通
省　

不
動
産
・
建
設
経
済
局　

建
設
市
場
整
備
課

　
　
　
　
　

専
門
工
事
業
・
建
設
関
連
業
振
興
室
長　

横
田　

僚
子
様

「
特
定
技
能
外
国
人
受
入
の
制
度
と
展
望
」

　

一
般
社
団
法
人　

建
設
技
能
人
材
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
部
長　

麓　
　

裕
樹
様

一
．
閉　

会　

の　

辞　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

武
田　

美
治

令
和
三
年
十
月
二
九
日
（
金
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.

季刊誌パワー 発行所：公益社団法人 全国鉄筋工事業協会　〒101-0046｠千代田区神田多町２丁目９番６号田中ビル４階　　　　　　　　　　 TEL 03-5577-5959　FAX 03-3252-9170 WINTER 2021

69
〔令和３年12月20日発行〕



（
公
社
）全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
青
年
部
連
絡
会
議
の
報
告

第
30
回

　

日
頃
は
青
年
部
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
岩
田
会
長
に
は
リ

モ
ー
ト
で
の
参
加
、
飯
島
専
務
理
事
、
熊
谷
担

当
理
事
、
國
井
開
催
地
区
理
事
長
に
は
、
現
地

で
の
ご
出
席
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
12
日
に
名
古
屋
市
の
東
京
第
一
ホ
テ
ル

錦
に
て
、
第
30
回
（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業

協
会　

雇
用
改
善　

全
国
青
年
部
連
絡
会
議

が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
24
地

区
、
53
名
が
現
地
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
が
32
名

と
、
沢
山
の
青
年
部
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
コ
ロ
ナ

の
感
染
対
策
と
、
日
帰
り
で
も
会
議
に
参
加
出

来
る
よ
う
に
、
時
間
を
短
縮
し
て
行
う
事
と
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
会
議
の
内
容
を
濃
く
す

る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
発
表
者
の
熱
意
も

強
く
、
会
議
の
時
間
は
予
想
通
り
、
15
分
延
長

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
一
部
で
、

週
休
二
日
、
自
主
検
査
の
経
費
算
出
、
能
力
評

価
制
度
、
第
二
部
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
が
こ
れ

か
ら
必
要
に
な
る
理
由
、
の
二
部
構
成
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
各
社
が
行
っ
て
い

る
自
主
検
査
に
、
ど
の
く
ら
い
の
経
費
を
み
て

お
く
必
要
が
有
る
の
か
、
事
例
を
も
と
に
、
簡

潔
に
説
明
し
て
も
ら
い
、
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
簡
単
に
、
提
出
書
類
を
作
れ
る
ア
プ
リ
の
紹

介
等
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

週
休
二
日
に
つ
い
て
は
、
現
状
ほ
と
ん
ど
の
地

区
で
4
週
5
休
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
地
域
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。
就

労
日
数
や
、
就
労
時
間
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
各
地

域
で
の
話
し
合
い
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

能
力
評
価
で
は
、
評
価
基
準
が
サ
ジ
加
減
で
は

な
く
、
労
使
が
共
に
納
得
が
出
来
、
ま
た
会
社

全
体
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
目
標

を
共
有
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
非
常
に
評
価
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
第
二
部
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
つ

い
て
、
海
外
で
は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
日
本
で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
る
の
か
等
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
つ

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
材
料
の
ロ
ス
に
着
目

し
、
コ
イ
ル
材
を
使
用
し
た
自
動
曲
機
の
紹
介

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
工
場
の
省
力
化
が
見
え
て

く
る
、画
期
的
な
取
り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

総
評
と
し
て
２
０
１
５
年
の
連
絡
会
議
を
振
り

返
り
、
10
年
後
の
未
来
を
想
像
し
た
半
分
が

経
っ
た
今
、
想
像
を
超
え
る
現
実
が
あ
る
こ
と

を
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。
時
代

の
変
化
に
は
、
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
し
っ

か
り
と
対
応
し
、
我
々
の
業
界
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
更
な
る
職
人
の
待
遇
の
向
上
を
目
標
に
、

皆
さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
こ
の
業
界
が
魅

力
あ
る
産
業
、
誇
り
あ
る
仕
事
へ
変
わ
っ
て
い

く
事
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
中
部

地
区
青
年
部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
素

晴
ら
し
い
設
営
を
し
て
頂
き
ま
し
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
鉄
筋
業

界
の
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
青
年
部
全

国
連
絡
会
議
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

青
年
部
部
長　

松
本　

勝

令和３年　秋の褒章
褒章「黄綬褒章」

★熊本県鉄筋工事業協同組合� 理事長
　熊本県職業能力開発協会� 理事
　（一社）熊本県技能士会連合会� 理事
　熊本県総合工業団地協同組合� 理事長
　熊本県建設産業団体連合会� 理事
　他　団体理事　多数…
★㈱中村鉄筋工業� 代表取締役

中村　　隆　様
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各地区広報活動報告
徳島県鉄筋工事業協同組合 島根県鉄筋工事業協同組合

　徳島県鉄筋工事業協同組合では毎年、若手人材確保対策の一環として、県
内の高等学校において出前講座を開催しております。今年度は既に、普通科
２校、工業系２校、計４校にて実施しました。
　掲載した写真は、徳島県立科学技術高校で開催した時のものです。柱・梁・
壁・スラブの配筋を体験してもらうために型枠を組んで、実際の工事さなが
らの環境を再現しています。柱及び梁主筋の端部は、アンカー曲げでなく定
着プレートを採用し、未経験の生徒さん達にも施工し易い部材を用意しまし
た。このような部材が施行の省力化や効率化に役に立っていることを、主催
した我々も改めて実感した次第です。
　普段は鉄筋コンクリート造の学び舎で勉学に勤しむ高校生達も、実際に建
物の「中身」を目の当たりにする機会は殆んど無いと思われます。そのため
参加者全員が興味津々で組立作業に取り組んでくれました。ある高校では出
前講座で組み立てた鉄筋を、そのまま学校の文化祭の展示物にしたいとのご
提案も頂きました。
　このような取り組みを行っても現実問題として、業界への希望者は少なく、
若手技能者の確保は難しいものがあります。ただ、今年度の出前講座に参加
した、工業高校の建築科で学ぶ生徒さんの中に、「自分は躯体の作図をして
いるが、いつも自分が図面に描いている建物の中に、このように鉄筋が入っ
ていることを初めて知った。是非、鉄筋施工の分野で仕事をしたい」と言っ
てくれた人がいました。これはまさに、我々の企画に自信を持たせてくれた
言葉であると、熱い思いとともに受け止めております。
　この生徒さんのような人を、ひとりでも増やしていくため、今後も模擬体
験のできる場として、また「百聞は一見に如かず」を実践する活動として、
今後も出前講座を続けていきたいと思います。

　島根県鉄筋工事業協同組合では、県内の高校等に対して、出前講座（助成
金の関係で体験学習とも呼ぶ）を開催しています。
　今年度は、７月から10月にかけて、島根職業能力開発短期大学（通称ポリ
テクカレッジ）、県立出雲工業高校、県立松江工業高校の３校において、延
べ10回（10日）、受講生延べ143人に対して出前講座を行いました。
　開催の目的は、将来、鉄筋工事業への入職ですが、ものづくりのおもしろ
さを体験してもらうこともそのひとつです。受講生の中から、将来の鉄筋工
が生まれることを期待しています。
　講師は、ものづくりマイスターの資格を持つ、青年部を中心とした中堅・
若手一級技能士で、１回につき講師２名が担当し、時間は、約３時間です。
　講座の内容は、講師が、ジョークを交えての鉄筋工事業の役割や鉄筋工の
魅力を口頭で伝えます。その上で講師が、ハッカーを用いて鉄筋を結束する
等の実演を行います。その後、技能検定2級用資材によりグループ単位での
組立体験をしてもらいます。
　当組合は、組合員数９社と
少ないこともあって、講師の
確保や事業費の確保もままな
らない状況にありますが、組
合会員の熱意と努力によりな
んとか講師も確保でき、また
労働局の助成金を使わせて頂
くことで、事業費もまかなう
ことが出来ています。
　参考までに、この助成金は、
労働局が所管する人材確保等
支援助成金で「若年者及び女
性に魅力ある職場づくり事業
コース」です。このコースの
メリットは、事務局の人件費
助成もあることで、大変助
かっています。

令和３年度
優秀施工者

国土交通大臣顕彰

令和３年度
青年優秀施工者

不動産・建設経済
局長顕彰

奥村　孝志
田原鉄筋工業株式会社
北海道鉄筋業協同組合

建　　設
マスター

宮村　恵介
旭鉄筋株式会社

富山県鉄筋工事業協同組合

建　　設
マスター

吉村　達哉
株式会社宮村鉄筋工業
福岡県鉄筋業協同組合

建　　設
マスター

熊谷　元太
丸正誠伸興業株式会社
北海道鉄筋業協同組合

ジュニア
マスター

萩原　弘明
株式会社東和鉄筋工業
長崎県鉄筋工事業協同組合

ジュニア
マスター

中村　竜一郎
株式会社中村鉄筋工業
熊本県鉄筋工事業協同組合

ジュニア
マスター

小嶋　高広
株式会社ノーグチ

熊本県鉄筋工事業協同組合

全鉄筋外
推　　薦

上田　秀策
株式会社伊藤鉄筋工業
大分県鉄筋工事業協同組合

建　　設
マスター

林　　　誠
株式会社アイテツ
愛知県鉄筋業協同組合

建　　設
マスター

西倉　英雄
株式会社中鉄

関西鉄筋工業協同組合

建　　設
マスター

原　健一郎
株式会社松伸

東京都鉄筋業協同組合

建　　設
マスター

滝沢　浩之
株式会社門井工業

神奈川県鉄筋業協同組合

建　　設
マスター

大坂　桐慶
張替鉄筋工業株式会社
東京都鉄筋業協同組合

全鉄筋外
推　　薦

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2021年（令和３）12月20日
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真
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西
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２
０
１
９
年
12
月
中
国
武
漢
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
症
し
て
も
う
既
に
2
年
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
振
り
返
る
と
た
か
だ
か
2
年
前
ま
で
の
出
来
事

が
こ
ん
な
に
も
遠
い
過
去
の
記
憶
に
な
ろ
う
と
は
、
現
在
を
迎
え
る
ま
で
想

像
も
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
▼
そ
ん
な
近
く
て
遠
く
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ひ
と
昔
前
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
未
来
へ
の
心
構

え
を
見
つ
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
２
０
０
５
年
11
月
姉
歯
偽
装
問
題

発
覚
。
発
覚
後
確
認
申
請
が
通
り
に
く
く
成
り
予
定
し
て
い
た
工
事
が
急
ブ

レ
ー
キ
。
２
０
０
７
年
末
～
２
０
０
８
年
8
月
に
か
け
て
原
油・レ
ア
メ
タ
ル・

各
資
材
高
騰
。
２
０
０
８
年
8
月
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
9
月
15
日
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
発
生
。
２
０
１
１
年
3
月
11
日
東
日
本
大
震
災
。
▼
息
つ
く

暇
も
な
い
位
に
次
か
ら
次
へ
と
難
問
が
襲
い
か
か
っ
て
来
て
い
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
ん
な
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て
い
た
頃
２
０
１
３
年
9
月
8
日
に

決
定
し
た
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
に
元
気
を
、
特
に
建
設

業
界
に
携
わ
る
我
々
に
は
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
東

京
を
中
心
と
し
た
五
輪
景
気
、
リ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
大
型
開
発
な
ど
が

全
国
に
伝
わ
る�

原
動
力
に
な
る
と
も
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。
▼
そ
ん
な
流
れ

で
む
か
え
た
２
０
１
９
年
4
月
施
行
の
働
き
方
改
革
。
中
小
零
細
企
業
に
は

非
常
に
難
問
が
有
り
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
す
る
為
に
経
営
者
は
日
々
戦
い
続

け
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
1
月
日
本
に
お
け
る
1
人

目
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
発
生
。
4
月
緊
急
事
態
宣
言
。
7
月
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
1
年
延
期
。
10
月
に
は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
。

２
０
２
１
年
7
月
無
観
客
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
２
０
２
1
年
11
月
原

油・各
資
材
高
騰
。２
０
２
２
年
2
月
冬
季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
予
定
）。

▼
時
代
の
変
化
ス
ピ
ー
ド
は
急
激
に
早
ま
っ
て
い
る
事
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
乗
り
遅
れ
な
い
為
に
は
や
は
り
危
険

予
知
し
か
な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
全
鉄
筋
の
歴
史
と
各
組
合
員

の
知
恵
と
経
験
を
活
か
し
、
繰
り
返
す
歴
史
の
波
を
乗
り
越
え
る
為
の
危
険

予
知
活
動
を
季
刊
誌
パ
ワ
ー
を
通
じ
て
情
報
発
信
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
▼
２
０
２
１
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

は
終
息
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
。手
探
り
不
透
明
な
世
情
で
す
が
季
刊
誌
パ
ワ
ー

が
皆
様
と
の
情
報
共
有
の
機

会
と
な
り
各
社
組
合
員
が
こ

の
情
報
を
活
か
し
、
全
鉄
筋

一
同
が
結
束
し
続
け
ら
れ
る

事
を
願
い
結
び
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。�

松
本　

茂

レベル別最低賃金を担保する標準請負単価作成ＷＧ
▪ 経営委員会内に、「鉄筋工事標準請負単価設定」を担うWGが緊急設置されました

　住宅なら坪いくら、タクシーならメーターいくら、と一般的な商行為
にはほとんどのものに標準価格があり、価格管理が行われ、そこに働く
人たちの生活は守られています。
　本来、我々鉄筋工事に関してもトンあたりいくらという表現がありま
したが、適正な価格という観点からは適正な単価と言うものではなかっ
たと考えます。
　建設業法第19条の3に「不当に安い請負代金」で発注した場合には建
設業法違反になる恐れが記載されていますが、過去、この法律に抵触し
た鉄筋工事案件は承知しておらず、この「不当に安い」根拠を示す必要
があります。
　昨今、鋼材価格が高騰し、各地で単価の下落が見え始めているところ
ではありますが、適正な単価に関しての根拠がなく、指値発注（これも

編
集
後
記

トピックス

建設業違反ではありますが）が横行し、今後の情勢には危機感を抱いて
います。
　鉄筋工事業に従事する職人の処遇改善を進めるうえで、決して後戻り
はできません。
　本来、社員を雇用し、管理者を立て、法定福利費の負担をし、法定有
給休暇を取得していく本当の意味での「職種」に今変わろうとしている
鉄筋工事業が今後将来を担っていくであろう若者たちに残せるものとし
て非常に大切な「変革」だと考えています。
　無論、標準単価を境にした価格競争はあるべきで、企業努力、社員教
育は欠かせません。
　よりよいのもを残していくためにも、社員の成長、企業の成長に必要
な原資・単価がいくらなのかを早急に指し示す必要があると考えます。

技術研鑽のための
マッチング支援システム

全鉄筋の会員企業は、協会のホームページから「技術研
鑽のためのマッチング支援システム」を利用することが
できます。日常の技能者手配管理を容易にするツールと
して、是非、ご利用ください。

こちらからログイン

CCUSの能力評価（レベル判定）

国土交通省が主導し建設業振興基金が主管する「建設キャリアアップシステム」
において、全鉄筋は「鉄筋技能者能力評価基準」を策定し、国土交通省より建
設技能者の能力評価制度に関する告示（平成31年国土交通省告示第460号。以下
「告示」という。）に基づく大臣認定を受け、鉄筋施工技能者の評価レベル２～
レベル４のレベル判定事務を実施しています。
「建設技能者の能力評価制度」は、建設キャリアアップシステム（CCUS）に登
録された保有資格や現場の就業履歴などを活用し、技能者一人ひとりの経験や、
知識・技能、マネジメント能力を正しく評価します。

国土交通省レベル判定システムの停止に伴う能力評価の実施について

鉄筋技能者の能力評価（レベル判定）申請受付フォーム準備中
今般、国土交通省レベル判定システムの停止に伴い、協会のホームページから
鉄筋施工技能者に関する能力評価（レベル判定）の申請受付ができるよう、全
鉄筋独自のシステム開発に着手しました。
つきましては、システム開発の完成まで、しばらくお待ちください。
（令和３年度内完成を目標）

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2021年（令和３）12月20日


